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＜講演要旨＞ 

 

平成23年度第１回講演会について 

 
冷凍食品技術研究会 

事務局 

 

去る６月、今年度の総会と同じ日に記念講演会が開催されたので、その概要を報告します。 

 

Ⅰ．日時・場所：平成23年６月１日（水）14：30～17：00 メルパルク東京 

Ⅱ．講演テーマ・講演者：「企業の災害危機管理と事業継続管理（ＢＣＭ）」 

千葉商科大学政策情報学部／大学院政策情報学研究科教授 

（社）日本経営管理学会副会長       藤江俊彦氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       （写真：講演者 藤江俊彦氏） 

 

 

以下、講演者より配布されたレジメ（太字）に基づき、お話いただいた内容を、要約したも

のである。（◇の項目） 

 

１．複合災害としての東日本大震災…Ｍ９海溝型地震・大津波・原発事故…人的被害が大きい。

約15,000名超える死者、約9,000名超える行方不明者 

◇地震の発生した３/11、気象庁はこの地震を「東北地方太平洋沖地震」と命名した。そ

の後、この地震により引き起こされた震災について、マスコミ等では様々な名称が使用

されていたが、日本政府は４/１の閣議で「東日本大震災」とした。 

◇「東日本」という名称を付けたことで、日本の東側全体が被災し、更に放射能汚染も同

地域に広がっているという印象を外国に与え、風評被害の拡大を招いた。名称にも注意

が必要である。 

 

２．巨大災害への対策が「想定外」で済まされるか 

◇「今回の災害は実は想定内であった。」地震も津波も想定されていた。ただ、起きない
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だろうと思って、目を向けなかっただけである。想定外という言葉は免罪符にはならな

い。 

◇「原発事故については想定が甘かった。」計画時30ｍ（防潮堤）の所、海水を取り入れ

るため５ｍにしてしまった。 

◇「今回は複合災害（地震・津波）に加え、原発事故、更に風評被害（国の安全基準をク

リアーしたものでも売れない状況となっている。）のトリプルパンチである。」平成７年

１月17日午前５時16分阪神大震災はＭ7.3、直下型で、建物が潰れ火災もすごかった。

今回は津波でやられたが、大地震のあとで冷静な判断ができなかった。今回の災害での

直接の被害額は最大25兆円。３県で11万人の失業、倒産2200社。特にサプライチェーン

が分断されたのが大きく、これから部品等の品切れにより、更に厳しくなる。 

◇巨大災害が起こった場合、今までは「被害があったらかわいそうだね」と同情された。

しかし、これからはＣＳＲ（企業の社会的責任）が重要となり、早く復旧してもらわな

いと社会が困る。 

◇日本は世界の陸地面積の0.25％であり、そこにＭ６以上の地震の20％が起こっている。 

 

平成20年度版防災白書（内閣府）によれば、日本の災害発生割合はマグニチュード６

以上の地震回数20.7％、活火山数7.0％、死者数0.4％、災害被害額13.0％など、地球

上の0.25％の国土面積としては相当高い比率となっている。（「災害危機管理読本」

より抜粋） 

 

 

３．津波災害と正常性バイアス…なぜ湾岸に拠点を移し、逃げ遅れるのか 

◇「津波は世界語。」津波災害は水に流されるという程度ではなく、全身打撲と火傷であ

る。30cm程度の津波でも新幹線なみの速度で押し寄せ、人間が立っていることは全くで

きない。車でも軽々と吹っ飛ばす。 

◇「普通の状態が続いて当たり前」という偏見、それが正常性のバイアスである。これへ

の対策としては、防災教育が大切である。教育を受けていた学校の子供たちは避難をし

て助かった。「大した津波ではないだろう」と思って、動かなかった大人達は津波に呑

み込まれた。過去にも大津波が起こっているが、その経験は伝わっていない。50、60年

程度の人生経験では100年に一度のことへの認識が無いから対応できない。だから、教

育・訓練が大切である。 

◇「現場で判断することが大事である。」非常時は自分の五感で判断して行動する。韓国

の地下鉄火災での大惨事と、先日起こったＪＲ北海道の特急脱線・トンネル内火災事故

での乗客判断による避難。生死を分けたのは現場での自分の判断。その場にはいない遠

隔地の指令本部は、的確で素早い判断はできない。 

 

４．災害とは何か「災害対策基本法」（昭和36年公布）自然、人為、産業、特殊災害 

◇「日本は災害のオンパレード。」自然災害で被害が大きいと思われるのは、①富士山噴

火、②巨大地震の同時連鎖 である。特殊災害では新型及び鳥インフルエンザ、原発事



 

2011．９月 冷 凍 食 品 技 術 研 究 No．92 

－3－ 

故による放射能汚染がある。 

 

５．「防災」から「減災」「耐災」…災害リスクの増加と高齢社会での脆弱性 

◇本当は災害を防ぐことはできず、減らすか耐えるかである。 

◇被災してからどうするかが重要である。 

◇高齢化により災害への対応が弱くなっている。 

 

６．防災基本計画、地域防災計画、消防計画（平成19年消防法） 

◇日本では防災の中心となる組織は、消防である。 

◇特に地域の消防団が大切。 

◇警察、海上保安庁、自衛隊等の組織が縦割りで並存する問題がある。 

 

７．ソーシャルリスクマネジメントとしての災害危機管理…社会的立場での多様な主体との連

携 

◇災害危機管理は、企業のＣＳＲとして重要であり、必須である。 

◇日本はカントリーリスクの極めて高い国である。 

◇日本におけるリスク管理は必須のこと。利益をあげている企業でも、リスク管理ができ

ていないと格付けは低くなる。 

 

８．企業の災害危機管理の目的…顧客、社員等の安全、事業継続、地域連携 

◇３つ大事なことがある。 

①人命を守る。 

②本業を続けること。 

③地域と連携して対応すること。東京都では条例で義務化された。 

 

９．「対策」から「マネジメント」「災害リスクマネジメント」「災害危機管理」…ＩＳＯ31000 

（2009） 

平常時（災害予防） 非常時（初動・応急） 収束・回復期（復旧・復興） 

非常時への備え 危機管理 リカバリー管理 

危機管理体制の確立 ダメージの最小化 業務再開と再発防止 

リスクアセスメント リスクコントロール リスクファイナンス 

リスクコミュニケーション 

 

◇今回の大震災では津波は平均８km川を遡っている。私の勤めている千葉商科大学は海か

ら４kmに位置し、災害時１万人が飲める水が作れる設備を有している。又、本学の他の

先生の部屋は本などが崩れてメチャメチャだったが、私の部屋は無傷だった。何故かと

言えば、家具はすべて固定していたから。これが重要。 

◇平常時は最悪の事態を想定し、リスクアセスメントを考えよ。危機が起きた場合はダメ

ージを最小限に抑える。左手がなくなったら、右手がある。あるもので何ができるか考
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えよ。例えば、水木しげるは昔から危機管理をしていた。失ったものはあきらめよ、あ

るものを守れ。 

◇日本の軍艦は沈むのが速すぎた。大和も沈む時は15、6分だった。一方米国の軍艦は沈

むまでに数時間あった。その間に兵は避難できた。日本の軍艦には丸窓がついており、

そこから水が入った。米国の軍艦では沈没時に乗組員が避難する時間を稼げるように設

計されており、丸窓がついていない。 

◇リスクファイナンスとは、保険に入っていること、また、現金も保有しておくこと。

（非常時にはお金はおろせない。） 

◇リスクコミュニケーションは平常時（最初）から復旧（最後）まで必要である。 

 

10．対応マニュアルのポイント 

● 物的ハード…拠点分散、地盤調査、建物補強、屋内転倒・落下防止、危険有害物の措

置 

● 人的ソフト…災害対策組織（委員会、本部、自主防衛隊）避難、火元電源、救出救援、

通信・広報、備蓄品、教育、訓練、地域連携 

◇「拠点分散」がリスク管理の基本中の基本。 

◇ものを固定しておくことが効果的であり、大切。簡便な固定用の用具が多数売れている

ので活用するとよい。 

◇通信手段はデジタル、アナログ両方必要。デジタルではツイッターなど。携帯電話はダ

メ。今回は屋上でヘルプの字を書いたりしたが、手旗信号も覚えるとよいかもしれない。 

 

11．事業継続管理（ビジネスコンティニュイティ・マネジメント：ＢＣＭ）とその必要性 

「災害時、基幹中核業務の継続を可能にし、中断しても早期再開する経営管理」 

● 業績低下、市場占有率低下、ブランド力低下、株式低落、資金不足、企業価値喪失 

● 取引先サプライチェーン（供給連鎖）への波及 

◇ＢＣＭは災害が発生しても、いち早く本業の一部でも復帰させ、事業を継続させるため

のマネジメント。企業では本業をまず復旧する。やらないと即業績低下、企業価値の低

下になる。 

 

12．事業継続計画（ＢＣＰ）の策定 

● 優先中核業務の選定 

● 安否確認、優先中核業務の要員確保 

● システムバックアップとライフライン確保（電気・水道・ガス） 

● 支援・代替事業所確保 

◇優先するのは人命、中核業務はシェアを奪われたくないもの。安否確認は携帯電話以外

のもので。 

◇コンピューターシステム関連については、バックアップを行う要員を近くに住まわせる。 

◇トイレの確保も重要、数も十分に用意したい。 

◇セブンイレブン・ジャパンは、非常用発電機を各店舗に配備していた。 
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13．ＢＣＰは「作ること」から「実効性、機能性を高める」段階に 

● 災害危機管理としてのＢＣＭＳ（ビジネスコンティニュイティ・マネジメントシステ

ム）の浸透、意識改革 

● サプライチェーン全体の危機管理 

● 最悪事態を想定してのＢＣＰ 

● 制度化の可能性 

◇日本には昔からすばらしい言葉がある。 

 「火の用心」：火はあらゆる災害を指している。危機管理は“火の用心”に尽きる。 

◇ＢＣＰは最悪事態を想定して作成する。甘い想定では、無いのと同じである。 

◇今後ＢＣＰは必ず制度化される。 

 

以上 

 

＊尚、この報告は本誌編集委員の石村氏（㈱極洋）、豊嶋氏（㈱ニチレイフーズ）のご協力の

もと、作成されたものであり、お二人に深く感謝を申し上げます。 

 

＜参考文献＞災害危機管理読本（編著者：藤江 俊彦 2009/3/3初版） 
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＜文献紹介＞ 

 

『ここがポイントかな？ 食品冷凍技術』 

新着文献情報 その32：平成23年２号（平成23年４月～平成23年６月） 

 

公益社団法人日本冷凍空調学会 参与 

東京海洋大学 食品冷凍学研究室   

 白石 真人 

 

１．塩、ソルビトール-マルトデキストリン混合溶液系におけるペルオキシダーゼ活性に対す

る水分活性と分子運動性（流動性）の影響 

文献：Influence of water activity and molecular mobility on peroxidase activity in 

salt and sorbitol-maltodextrin systems 

Lilia Neri,Paola Pittia,Gianni Bertolo, Danila Torreggiani,Giampiero Sacchetti 

Journal of Food Engineering 101（2010）289-295 

食品の保存中の安定性には食品に含まれる酵素の安定化或いは失活・阻害することが重要で

ある。食品加工では安定剤、増粘剤として添加物や副原料が利用されている。複雑系食品のモ

デルとして濃縮溶液では溶液の組成、化学反応成分の運動性や粘性は酵素活性の制御に重要で

ある。この研究では水分活性（Ａw）をイオン性成分（ＮａＣｌ），非イオン性成分（ソルビト

ール）を用いて、さらに粘性をマルトデキストリンで調製した混合溶液の、西洋ワサビペルオ

キシダーゼ（HRP）活性におよぼすそれぞれ及び組み合わせ効果を調べている。溶液の水分活

性は0.999～0.860の値になるようにイオン性（ＮａＣl）ならびに非イオン性（ソルビトー

ル）の両方を使用することで調整した。また、マルトデキストリンの添加は溶液の粘度とＴg'

を増加し、わずかだが水分活性にも影響した。Table 1では酵素活性を測定した溶質、リン酸

緩衝液、ＮａＣl、ソルビトールの組成とそれらを組み合わせた混合溶液での水分活性、粘度、

ガラス転移温度（Ｔg'）、HRP活性を示している。Fig.1からマルトデキストリン、ＮａＣl、ソ

ルビトールの各溶液中のHRP活性阻害は粘度が増加するにつれて上昇し、ＮａＣlとソルビトー

ルの添加は系のＡwの低下と運動性の妨害の両方によりHRP活性に影響を及ぼしている。Fig.2

より同じ粘度を持つＮａＣl -マルトデキストリン混合溶液系では塩添加した際のＡwの低下と

HRP活性阻害に相関性があった。Fig.3のHRP活性Lineweaver-Burkeプロットからリン酸緩衝液

（対照）と10%ソルビトール溶液中のHRPのＫm（それぞれ0.24,0.22）とＶmax（7.57,7.21）に

大きな差はなかった。Fig.4ではソルビトール-マルトデキストリンの三成分系のＡwごとの粘

度増加によるペルオキシナーゼ活性阻害を示した。それぞれのＡwごとのＴ'gとHRP活性は

Fig.4とFig.5に、Ｔ'gとがソルビトールとマルトデキストリンモル比との関係が図示されてい

る。Ｔ'gはDSCで測定されているが、ガラス転移のonesetTg0および2段階の転移のＴ'g1とＴ'g2

の内Ｔ'g2をＴ'gとして使っている。HRP酵素活性は25℃で測定している。複合系の食品でもこ

れらのパラメーターを用いて食品保存中の安定性に関わる酵素活性から商品品質（寿命）が予

測可能になると思われる。［中島 美沙子］ 
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２．塩化カルシウム溶液によるイチゴの浸漬凍結 

文献：Freezing of strawberries by immersion in CaCl2 solutions 

Carolina D.Galetto, Roxana A.Verdini, Susana E.Zorrilla and Amelia C. Rubiolo、 

Food Chemistry、123(2), 243―248 (2010) 

果実や野菜の凍結貯蔵ではテクスチャーの低下・果肉構造の崩壊・ドリップ損失など品質の

低下の問題が未解決である。そのため、既存の方法の向上や、新技術の研究が行われている。

浸漬凍結（IF）は、熱伝達係数が空気中よりも液体媒体の方が高いため最も急速凍結が可能な

方式の1つであり、高品質な製品を生み出すことができる。一方イチゴでは、CaCl2溶液やペク

チンメチルエステラーゼ（PME）の前処理が、凍結解凍後のイチゴ組織の安定性に効果がある

ことが報告されている。 

しかし、イチゴのIFに使用する溶液や、CaやPME処理についての情報が不足している。本研

究では、イチゴのCaCl2溶液でのIFによる凍結（IF-CA）、PME溶液に浸漬後CaCl2溶液中でのIF

（PMF-IF-CA）。緩慢凍結（SF）について、ドリップ損失、ペクチン含量やペクチンのエステル

化度、総Ca量や細胞壁結合Ca量、結合Ca量/総Ca量の比率、テクスチャーを分析した。図１に

凍結曲線（IF-CA、PMF-IF-CA、SF）、図２にテクスチャー測定の応力―変形曲線がある。SFと

比較してIF-CA は、ドリップ損失が51％減少し、解凍イチゴのドリップ損失に有効であった

（図３）。一方、PMF-IF-CAでのPME溶液浸漬効果がなかった。CaCl2溶液でのIFは、凍結・解凍

中の果実から外への水分移動を減少させたことを示唆する。しかし、この液体の保持は、凍結

後のテクスチャー変化を防止しなかった（表１）。IF-CAはイチゴの総Ca量の増加をもたらした。

しかし、結合Ca量/総Ca量の比率は、解凍したイチゴより生鮮イチゴの方がより高かった（表

２、３）。そして凍結方法や前処理の使用にかかわらず、解凍イチゴに有意差がなかった。解

凍イチゴの結合Ca量/総Ca量の比率の減少は、凍結後の結合Caの損失に関係するかもしれない。

主な原因としては、凍結貯蔵中に、Caの損失を促進する氷結晶サイズの増大が細胞膜破壊をも

たらしているかも知れない。（板倉 智美） 

 

３.「食品メーカーにおける微生物リスク管理」、山田敏広、河野吉男、日本食品微生物学会誌、

28 (2), 79-84 2011 

食品メーカーでは食品危害の中でも健康影響の頻度・大きさから食品製造を適切に管理し危

害事故の発生を防止する微生物リスク管理が重要である。日清食品グループで実際に行ってい

る微生物危害のリスク管理について記されている。製造プロセスは①商品設計段階、②原材料

管理、③工場での衛生管理、④工場での製造工程管理、⑤製品品質管理、⑥流通段階での温度

管理（冷凍製品とチルド製品）ごとに管理している。チルドめんと冷凍めんはそれぞれ「生め

ん類の衛生規範」、「食品衛生法の成分規格」が定められているが自主管理基準を定めている

（凍結直前加熱では1x104 個／g以下、凍結直前非加熱では3x105個/ｇ以下）。チルドめん製品、

冷凍めん製品、冷凍食品の製造工場では製造ロット毎に一般生菌数、大腸菌群等の衛生指標菌

の検査を実施し、食品安全研究所で病原菌検査を含む微生物検査を二重にサンプル検査してい

る。検査は公定法または標準法（参照法）である。2009年度ではチルドめん製品は86%、冷凍

めん製品、冷凍食品の35%で二重に検査した。工場調査は品質調査部門が日清食品食品監査基

準に基づいて行っている。検査精度の管理は食品安全研究所が作成した検査試料による外部精
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度管理試験を行っている（表3に合格数が出ている）。クレーム品分析、遺伝子解析手法などの

バイオ技術を用いた微生物検査法が製品特性に合わせて開発されている。図2には冷凍めんに

生じた紅色酵母の顕微鏡写真がある。年間予算規模等は記されていないが精度管理試験が47工

場、約110人規模で行われている。 

 

４．総説：魚肉製品の物性および機能性を向上させるためのハイドロコロイド、 

Jose A. Ramirez, Rocio M. Uresti Gonzaquez Velazquez, Manuel Vazquez, Food 

Hydrocolloids, 25(8),1842-1852 

消費者の魚肉・魚肉加工品の需要増加は世界的なカレイ・ヒラメ、メルルーサ、タラのよう

な多くの魚種資源の減少に影響を与えている。未利用魚種資源（魚体のサイズ、魚臭、色、テ

クスチャーなどの理由で）がある。魚加工品の副産物がすりみ技術や再組織化技術等により高

付加価値製品に転換されている。筋肉タンパク質の生化学的あるいは物理化学的研究が高品質

製品を生み出していくために必要である。①生化学的な考慮：魚肉は食肉や鶏肉タンパク質と

生化学的に異なった考慮が必要で、座り、戻り等の現象がある。魚肉では鮮度が加工品質に重

要である。○微生物トランスグルタミナーゼ（TG）：魚肉のゲル化にTGが関与していることが

判り、今では微生物工業生産のTG（MRG）が魚肉製品のテクスチャー改良に使われている。②

すり身：すり身技術によって魚肉から多くの経済的価値の高い加工品が開発されている。最近

酸化防止剤を用いないω３製品が開発されている。図1にはせん断力と歪の2次元平面に固さ

（Tough）、ゴム状（Rubber）、もろさ（Brittle）、粥状（Mushy）を示めしている。③再組織化

製品：魚肉中のミオフィブリル（特にミオシン）が加熱ゲル形成に重要と考えられている。図

2に分子間相互作用を示すタンパク質構造の模式図がある。MTG（5-10g/kg）を用いて低塩（塩

5-15g/kg ）、5℃、48時間低温処理する技術がある。④添加物としてのハイドロコロイ：多糖

類とタンパク質が加工食品の構造、安定性、機能特性のための重要なハイドロコロイドである。

○炭水化物：ガム類や澱粉は魚肉タンパク質のゲル形成、力学特性に重要である。○澱粉：す

り身製品では最も一般的に使用されている。加工澱粉（10g/kg）を利用した再組織化製品は冷

凍耐性がある。○ガム類：ガム類は魚肉ゲル製品の保水性に重要である。カラギーナンとこん

にゃく（konjac）は魚肉と相性が優れているが他のガム類では必ずしもそうではない。ローカ

ストビーンガムとキサンタンガム0.25/0.75）がすり身（silver carp）ゲルの力学的特性に効

果があった。○ペクチン：図3に可溶性魚肉ペーストにALMペクチンを加えたときの硬さ、粘度

（consistency）の関係、○繊維（fibre）、○その他：キトサン、○タンパク質：○再組織化

製品に及ぼすタンパク質の効果：濃縮ホエイタンパク質（WPC）、牛血漿タンパク質（WPP）、大

豆タンパク質アイソレート（SPI）、卵白（EW）、魚ゼラチン等、○低塩再組織化製品に及ぼす

タンパク質の効果：低塩はタンパク質の魚肉からの抽出性、溶液性を低下させゲルの性質を損

なう。WHC,MTGの応用が試みられ、健康志向に合った低塩食品の開発の可能性が高い。 

 

５．キーウイ果実プロテアーゼ抽出物をインジェクトした豚肉ロインの凍結解凍処理による肉

質軟化、 

Kiwifruit protease extract injection reduces toughness of pork loin muscle induced 

by freeze– thaw abuse  C. Liu, Y.L. Xiong, G.K. Rentfrow、LWT - Food Scienceｎ and 
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Technology, In Press, Corrected Proof, Available online 1 June 2011 

キーウィ果汁のプロテアーゼをインジェクション方式で注入した豚肉（ロイン）に対して凍

結・解凍を数回繰り返すことによって肉質を柔らかくする新テンダライザー技術を開発してい

る。凍結・解凍は－29℃と４℃の間を繰り返している。インジェクション処理は４℃で48時間

で、対照、キーウィ果汁と同様にインジェクション処理した試験区を同様にインキュベーショ

ン（４℃、48時間）している（図１）。処理後の品質はプロテアーゼ活性測定、pH、SDS-PAGE,

調理ロス（歩留り）、せん断応力等である。図２は各処理毎のプロテアーゼ活性値、図３は凍

結回数とpHの変化、図４に還元（β-merca ptoethanol）した場合としない場合のSDS-PAGEパ

ターンが あり、凍結処理によるMHC （myosin heavy chain）、actinやプロテアーゼ分解物の

変化が示されている。表１に調理ロス、図５にせん断応力で肉の硬さが測定されている。 

 

６．果汁の凍結濃縮法に応用するための濃縮果果汁の凍結点の予測、 

Estimation of the freezing point of concentrated fruit juices for application in 

freeze concentration 

J.M.Auleda, M. Raventos, J,Sanchez, E.Hernandez, J.of Food Engineeing, 105(2),  

289-294 

工業的に果汁は輸送コストの低減と貯蔵品質保持のために濃縮されている。濃縮は通常加熱

による蒸発であるが、高温での処理は果汁品質低下をもたらす。高温での処理を避けるため膜

濃縮が用いられているが、高品質維持のためには凍結濃縮が優れている。凍結濃縮法では①形

成された氷結晶の密度、②炭水化物の濃度、③比熱、④熱伝導度、⑤粘度等が重要である。粘

度はアレニウス式により温度と関係づけられている。凍結濃縮工程では果汁の凍結点の評価が

重要である。図１は実験装置の模式図で試料管は同時に4本セットできるようになっている。

他には熱電対、エチレングリコールによる冷却槽、データロガーパソコン等である。図2は凍

結曲線、凍結点降下（Δｔ）が図中に示されている。表１は試料の桃、りんご、梨ジュースに

含まれる砂糖、ガラクトース、フルクトース含量。表２、表３、図３、図４には10～40 BRIX

の桃、りんご、梨、糖類の凍結点が示されている。表４、５、図５～７、に凍結点予測と実測

値、図８は砂糖とグルコースの凍結点で示されるBRIX40までのジュースの凍結点の範囲が図示

されている。予測誤差はBRIX40で8.7％（りんご）、14.2％（梨）、6.1％（桃）に等である。凍

結点予測モデルのための式は3式が示されているが、その1つは次のようになっている（Chen, 

1996ら）。 

 

 

 

ここでMsは溶質分子量、Δtは凍結点降下度、Msは溶質分子量、Cは濃度係数である。 
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○冷凍 2011年４月号 Vol.86 No.1002  

［小特集：獣医畜産分野における低温利用技術の最新事情］  

特集にあたって、工藤謙一 ３（ 307） 
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３. プロバイオティクスとして用いられる微生物の低温保存時の挙動と生残性に影響を与える

要因、山本裕司 13（ 317）  

４. 凍結細胞操作手法の開発、工藤謙一 19（ 323）  

［食品技術講座5 食品の安全・環境技術に役立つ冷凍講座］、第25回 加工食品における

Bacillus属細菌汚染の現状と対策、岡久修己 24（ 328）  

［報告記］  

コールドチェーン高度化開発普及協議会第1回公開討論会、宮尾宗央 34（ 338）  
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［特集：ZEB（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）に向けた空調の在り方］  

特集にあたって、蔵浦 毅 ２（ 388）  

［食品技術講座５ 食品の安全・環境技術に役立つ冷凍講座］  

第26回 非晶質食品素材の品質特性、安斎真由美 49（ 435）  

 

○冷凍 2011年６月号 Vol.86 No.1004  

［試験］平成22年度食品冷凍技士試験問題と解答例  49（ 503）  

平成22年度各種試験結果 

 

『隼のように』（その31に続く：） 

隼１：冷凍食品新聞別冊FROZENビジネストピックス2011「冷凍食品業界2011年グラフ」、冷凍

食品新聞社、６月30日発行。①東日本大震災 その後、②主要冷凍食品メーカー上期概況、③

冷凍食品工場一覧（国内・海外）、③カラー特集こだわりメニュー最前線、④特集スーパー各

社冷凍パンの取組み進む、⑤冷凍野菜の動向、⑥冷凍食品業界に貢献する低温物流企業など。

平成22年冷凍食品の品目別国内生産（日本冷凍食品協会調べ）では「生産数量139万トン、４

年ぶりにプラスに転ずる」となっている。平成22年/21年比でみるとえび類120.6％、さといも

120.3％、かきフライ110.5％、パン・パン生地149.5%、シチュー・スープ・ソース類113.6%、

たこ焼・お好み焼き135.35などである。金額的にもほとんど同様の伸び率である。畜産物では

家禽肉24.0%、畜肉91.8%となっている。金額的にはそれぞれ46.9%、111.8%である。有力冷食

メーカーの前３月期決算（単体）では8社中６社も冷食売上高の伸び率はプラスであるが業務

用では６社が赤字となっている。 

隼２：冷凍食品新聞社編：2011冷凍食品年鑑（通巻第40巻）、１月５日発行 

（１） 冷凍食品業界データ、業界日誌、（２）総説：①現状と展望、②メーカーの動向、

③国内、海外生産の動向、④冷凍野菜の動向、⑤商品開発の動向、家庭用市場の動向、

⑥業務用市場の動向、⑦中間流通企業の動向、⑧冷凍食品物流企業の動向、 

（２） 企業編：①メーカー、②輸入商社、③問屋、④関連企業 

（３） 資料編：①統計、②団体名簿等、通年と同じような構成と思われるが、全体として

市場規模がかなり大きいので他の食品業界のようなマーケッティング力か技術力を備え



 

2011．９月 冷 凍 食 品 技 術 研 究 No．92 

－11－ 

た競争力のあるダントツのリーディングカンパニーが必用なのかも知れない。 

隼３：「冷食市場の動向」、ミートジャーナル2011.4（569）, 24-29 

①平成21年の生産動向、②過去20年の推移、③品目別の生産数量、④品目別1kgあたり金額、

⑤業務用・家庭用の生産高、⑥冷凍食品製造工場数、○生産品目別工場数、○規模別工場数、

○自社ブランド・受託ブランド別工場数、○地域別工場数および生産数量、○冷凍食品の消費

量、21年の国民1人当たり冷凍食品消費量は18.5kg（前年比4.5%減少）である。 

隼４：特集アイスクリーム・デザート。市場拡大のカギは商品コンセプトの明確化に。 「デ

ザートゼリーの食感と物性」森本圭次、 食品工業、2004-8.15,55-63 

素材・添加物、②物性測定器、③実施例、○酸性ゼリー、○ミルクゼリー、○カスタードプデ

ィング。新製品が毎年数多く開発されているが多くは短命である。何がヒットするか予測しが

たいこと消費者の嗜好が移ろいやすいことを原因に挙げている。市場で受けた評価を分析して

次につなげるためには精度と客観性の高い物性評価法が必要である。 

隼５：品質・安全対策：「食の安全・安心で注目高まる鮮度保持技術～原材料高騰基調で廃棄

ロス削減ニーズ高まる～」編集部、食品と開発、46（8）,49-52 

①最適な冷・解凍技術導入で得られるメリット、②ソリューション拡がる食品冷凍技術、○保

温型瞬間冷凍・冷却装置、③鮮度保持に欠かせない高品質な回答技術、○マイクロ波解凍方式、

○真空蒸気解凍方式、○低温高湿度解凍方式、○マイナスイオン+遠赤外ハイブリッド解凍方

式、○高電場解凍方式 

隼６：技術レポート「高圧処理（HPP）技術による新しい鮮度保持方法について～非加熱w殺菌

処理がもたらす新たな食品流通とは～」佐藤典昭、食品と開発、46（8）,52-55,  ①高圧処理

の原理、②高圧処理の利点、○非加熱処理であること、○賞味期限の延長が可能、○商圏・市

場の拡大、③高圧処理の適用不可食品、④高圧処理機器製造のAvure社の技術、⑤高圧処理食

品市場の動向について。 

隼７：釣獲されたメダイの鮮度実態と船上における致死方法の検討 

岡本 満、森脇 和也、清川 智之 [他]、島根県水産技術センター研究報告 （3）, 47-53, 

2011-03   

隼８：「でん粉の冷凍食品用途における最新の動向」岡崎智一、でん粉情報、2010.12,21-25 

①冷凍食品の課題、②たれ・ソース類、③水産ねり製品・ゲル状食品、④フライ類、⑤その他。

食品中のでん粉は冷凍・解凍時にでん粉の老化が急激に進行し、離水や食味の低下など品質の

劣化が起きる。一般的に老化耐性を得るためには加工でん粉（アセチル化でん粉、エーテル化

でん粉（ヒドロキシプロピルデンプン）が適しているとしている。加工でん粉は繰返しの冷

凍・解凍や撹拌等に耐性がある（図1,2,3）.図4にフライ衣中のでん粉粒の顕微鏡写真があり、

架橋度の違いによる膨潤と衣のサクサク感が関係しているとのことである。 

隼９：「でん粉の食品新素材への利用拡大に向けて」小林昭一、でん粉情報、2010.12,1-4 

①食品新素材とは、②でん粉系新素材の種類・泳法・用途、③社）菓子・食品新素材技術セン

ターの役割。でん粉から製造された食品新素材には127種類があり、開発方向は積極的であり

機能性に向かっているとのことである、図2にでん粉からの各種糖質の生産がある。 

隼10：Impact of process conditions on the structure of pre-fermented frozen dough 

D. Gabric, F. Ben-Aissa, A. Le-Bail, J.Y. Monteau, D. Curic 
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J. of Food Engineering, Volume 105, Issue 2, Pages 361-366 （July 2011）  

隼11：Freeze–thaw stability of lecithin and modified starch-based nanoemulsions 

Francesco Donsì, Yuwen Wang, Qingrong Huang 

Food Hydocolloid, 25（5）, 1327-1336 

隼12：Food hydrocolloids as additives to improve the mechanical and functional properties of 

fish products: A review 

José A. Ramírez, Rocio M. Uresti, Gonzalo Velazquez, Manuel Vázquez 

Food Hydrocolloid 25（89）, 1842-1852 

隼13：「身のまわりの化学工学」冷蔵庫の熱力学と熱工学～第3回 低温発生の原理、木村勇雄、

化学工業、75（6）,396 

図はHFC134aの p-H線図である。 

隼14：[大腸菌から目を離すな」News scan 海外ウオッチ、日経サイエンス、20119, 22 病原

性の菌株が広がりつつある。①大腸菌感染後に抗生物質を服用すると、かえって悪化する恐れ

がある、②Ｏ104:H4は少なくとも14種の抗生物質に耐性を獲得済み、③いずれ米国にもＯ

104:H4が出現するかもしれない、④Ｏ157:H7の脅威はさほどではなくなりつつある。著者も引

用先もよくわからないが、その理由は「政府」は食品メーカーに菌を検出したら報告を義務づ

けているため、他のべロ毒素大腸菌についても報告を義務づけることが食中毒事例の減少につ

ながるとしている。この種の食中毒は大規模なアウトブレークが報道されることが多いので要

注意かもしれない。 

隼15：緊急企画：食品の放射能測定技術、 編集部、食品と開発、16（6）, 39-41 

①NaIシンチレーションサーベイメータによる測定、②ゲルマニウム半導体検出器付きスペク

トロメータによる測定、③ICP-MSによる測定、④液体シンチレーションカウンタによる測定、

⑤蛍光X線による測定、○乳中の放射性物質スクリ－ニングキット（米国 チャームサイエン

ス社製）。「安心・安全」を求める一般消費者に「食の安全」の科学的根拠をどのように伝えて

いくのか？食の安心が本当に保障されるのか？難しい時代の始まりかもしれない。 

隼16：Glass-transition behaviour of plasticized starch biopolymer system – A modified 

Gordon–Taylor approach 

Food Hydrocolloids, 25（1）, 114-121 

Deeptangshu S. Chaudhary, Benu P. Adhikari Stefan Kasapis 
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＜国内情報＞ 

 

米トレーサビリティ法について 

農林水産省ＨＰより 

 

昨年、10月１日から「米トレーサビリティ法」が施行されました。 

「米トレーサビリティ法（米穀等の取引等に係る情報の記録及び産地情報の伝達に関する法

律）」とは、米及び米加工品の記録（取引等の記録の作成・保存）と伝達（産地情報の伝達）

を義務付ける法律です。 

 

要するに、食品事故などの問題が発生した場合などに、流通ルートを速やかに特定するため

の米や米加工品の取引等の記録を作成・保存することを事業者に義務付けています（平成22年

10月１日～）。 

また、消費者の皆様の商品選択の際の参考とするため、事業者に産地情報の伝達を義務付け

ています（平成23年７月１日～）。 

 

米トレーサビリティ法の概要等を次ページに掲載します。 
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＜国内情報＞ 

平成22年度 輸入冷凍野菜品質安全協議会（凍菜協）の活動と 

今後の展開について 

輸入冷凍野菜品質安全協議会 

事務局長 山口 孝利 

 

凍菜協は、2004年に発足し今年で８年目を迎えることとなりました。凍菜協では、これまで

輸入冷凍野菜に関する安全確保という観点から、さまざまな活動を行ってきました。昨年度の

活動においては、継続的に行っている活動として、５回目となります日中冷凍野菜品質安全会

議を７月に北京で開催しました。日中の冷凍野菜にかかわる関係者約150人を集め、冷凍野菜

の品質の向上を目的としたセミナーを行いました。10月には、４回目になります残留農薬検査

技術相互比較（クロスチェック）を実施し、63社の中国及び台湾の冷凍野菜企業の検査室を対

象に実施しました。この活動により、少しずつではありますが、残留農薬検査の技術の向上が

見られ、パートナー企業における残留農薬違反も減少しています。クロスチェックの活動の一

環として、平成20年度に行った「食品安全確保技術セミナー」に引き続き、２月に中国北京市

で、中国検験検疫科学研究院総合検測中心（検科院）の試験室を利用させて頂き「残留農薬検

査技術相互比較フォローアップ研修」を開催することが出来ました。この会場を利用させて頂

くに当たっては、中国質量監督検験検疫総局からの後押しがあり、実現に至っています。研修

内容は、分析技術と精度管理の２つのコースをそれぞれ３日間行いました。今回の研修では、

前回の反省を踏まえ、各コース10名の定員で研修を行い、きめ細かい研修が行われたので、参

加者からの評価も高く、検科院の職員も興味を示し研修生の周りで講義や実技研修を見学され

ていとこでもわかるように、成功裏に終わることが出来ました。今後も検科院の協力を得られ

ることから、この事業についても継続していく予定である。 

平成21年度の最も大きな案件として、平成19年度より進めてきました「残留農薬管理ガイド

ライン」をベースに、圃場管理やフードディフェンスなどの考え方を取り入れた「日本向け冷

凍野菜製造工場（圃場を含む）に求める品質管理基準評価制度」を北京で行った日中冷凍野菜

品質安全会議で中国側にリリースしたことです。この事業を進める過程では、毒ギョウザ事件

やメラミン混入事件等の中国産食品の信頼を揺るがす事件、また、中国・食品安全法の施行な

どがあり、中国における食品行政にも変化が見られ、幾度か修正を加えたため導入が遅れてし

まいましたが、この事業を推進することで、輸入冷凍野菜に対する安全と信頼が得られるもの

と考えています。 

11月には２年ぶりに日台冷凍農産品安全懇談会が台湾区冷凍蔬果工業同業公会主催で台湾・

高雄市で開催され、凍菜協からは、精度管理についての講演を行いました。 

今年度の活動については、昨年リリースした「日本向け冷凍野菜製造工場（圃場を含む）に

求める品質管理基準評価制度」を実行に移す年になります。昨年は、申込みはありませんでし

たが、今年は、既に３企業６工場の申込みがあり、そのうち２工場については、審査が終了し

合格となっています。更なる参加企業を募り、安心な冷凍野菜をアピールしていきたいと考え

ています。 
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日中冷凍野菜品質安全会議は、11月３,４日に山東省煙台市で開催を予定しています。今回

は、会議だけではなく、工場・圃場の見学を行う予定なので、読者の方もご興味がございまし

たら、ご参加願います。 

既に締め切りをしてしまいましたが、残留農薬検査技術相互比較を進めているところで、10

月中旬には、今年度の報告書が出来上がります。昨年度と同様にフォローアップ研修を、２月

に北京市の中国検験検疫科学研究院総合検測中心で実施する予定です。 

今後も、これらの活動を通じて安全な冷凍野菜の供給に寄与したいと考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日中冷凍野菜品質安全会議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

残留農薬検査技術相互比較フォローアップ研修 
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＜事務局連絡＞ 

 

平成23年度 冷凍食品技術研究会総会 議事録 
 

１．開 催 日 時 平成23年６月１日（水） 14：00～14：50 

２．場   所 メルパルク東京（東京都港区芝公園2-5-20） 

３．議決権行使 59会員（うち出席35会員 委任状24会員）（会員総数 78） 

４．出席者総数 42名 

５．議 題 

第１号議案 会員の異動 

第２号議案 平成22年度活動報告 

第３号議案 平成22年度事業収支報告 

第４号議案 平成23年度活動計画及び事業収支計画 

第５号議案 平成23年度役員等の改選 

６．総 会 次 第 

１）開会の挨拶  代表理事  永廣啓輔氏 

２）来賓の挨拶  社団法人日本冷凍食品協会 専務理事  木村 均氏 

３）議長選出   立候補者が無く、事務局の推薦により永廣啓輔氏が選出された。 

４）総会の成立  事務局より総会への出席状況が報告された。出席者及び委任状を合わせ

て議決権行使数は、冷凍食品技術研究会規約の６で定められている定員

の２／３以上となっており、総会は成立していることが確認された。 

５）議事録署名人の選出 

議長より、栄祝正憲氏（株式会社ニチレイフーズ）及び柳 哲也氏（株

式会社宝幸）が推薦され、全会一致で承認された。 

６）審議内容 

第１号議案 会員の異動状況につき、平成22年度は正会員41、賛助会員14、個人会員12、 

名誉会員９の計76と説明され、全会一致で承認された。 

（前年より５会員の減となったが、新年度に入り、２会員の入会があり、

実質78会員となっている。） 

 

第２号議案 平成22年度活動内容（定例総会、講演会、講習会、見学会、理事会・委員 

会の開催、会報発行等）について説明され、全会一致で承認された。 

 

第３号議案 平成22年度の事業収支決算について事務局より説明された。 

＜収入の部＞ 

当期収入  ￥3,019,887円（予算￥3,235,000円） 

前期繰越    ￥443,873円 

収入合計  ￥3,463,760円（予算￥3,678,873円） 
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＜支出の部＞ 

当期支出  ￥3,013,134円（予算￥3,480,000円） 

 

＜収支差額＞ 

当期収支差額     ￥6,753円 

次期繰越収支差額  ￥450,626円 

（収支決算に関する概略説明） 

収入の部 

・会員の新規加入がなく、一方、5会員が退会し、会費収入は予算額に達

しなかった。 

 

支出の部 

・総会の会場費の減が全体の支出減に繋がった。 

・講演会費、旅費・交通費、会報・資料発行費等が当初予算額より減少し

た。 

・ＨＰ関連費は、更新頻度の増加により予算額をオーバーした。 

 

以上により、平成22年度は当期収支差額が6,753円となり、前期繰越額

443,873円と合わせ次期繰越収支差額は450,626円となった。 

 

次いで、伊東監事より、「平成22年度の収入及び支出について、適正か

つ正確に処理されている」との監査報告が行われ、全会一致で承認された。 

 

第４号議案 平成23年度事業計画並びに収支予算案について事務局より説明が行われた。 

 

（事業計画） 

・今年度も前年度に引き続き、親子（ファミリー）工場見学会の開催を計

画する。 

・それ以外の事業についても前年同様の計画とする。 

 

（収支予算案） 

・収入面では、前年度新規会員獲得がゼロで、しかも、退会が５会員であ

ったことから、今年度は会費収入減を計画する。 

・支出面では、講演会費、見学会費の増加があるものの、特に総会費につ

いては大幅な減少を見込んだ計画とした。 

・以上より、平成23年度は前期繰越額450,626円を加え、収入合計

3,535,626円に対し、支出合計は3,345,000円とし、次期繰越収支差額

190,626円とする予算計画とする。 
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上記の説明の後、平成23年度事業計画並びに収支予算案は、全会一致で承

認された。 

 

第５号議案 役員改選については、特段の立候補や推薦の申し出・意見が無く、事務局 

提案の「平成23年度 役員及び委員等名簿」の内容どおり全会一致で承認 

された。 

 

７）その他 

事務局より次のような提案があった。 

（提案内容） 

会報「冷凍食品技術研究」は、1980/９/１に第１号を発行以来、90号を数える。 

この間、紙ベースで保管を行っているが、今後は電子媒体を利用したデータの保管

を考えたい。例えば、ＣＤ－ＲＯＭ化など、有効な方法を考えたい。 

 

特段の反対意見も無く、今後、必要な予算措置を含めて、２～３年後を目標に進め

ることとなった。 

 

８）閉会の挨拶 新代表理事 永廣 啓輔氏 

以上 
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平成23年度 役員及び委員等名簿 
 

代 表 理 事：永 廣 啓 輔 

監 事：須 賀 良 臣 

編集委員長：小 泉 榮一郎 

 

注）平成23年７月１日付けの人事異動により、理事が伊東敏行氏より須賀良臣氏に交替し

ました。 

 氏名 所属 

理事 須賀 良臣 味の素冷凍食品 株式会社 

理事 森田 信之 株式会社 マルハニチロ食品 

理事 尾辻 昭秀 日本水産 株式会社 

理事 栄祝 正憲 株式会社 ニチレイフーズ 

理事 柳  哲也 株式会社 宝幸 

理事 永廣 啓輔 株式会社 アクリフ－ズ 

理事 荒木 周慶 株式会社 明治 

理事 鈴木  徹 東京海洋大学 

理事 熊谷 義光 元 日本冷凍食品検査協会 

編集委員 西岡裕一郎 日本水産 株式会社 

編集委員 間弓 浩司 株式会社 明治 

編集委員 石村 和男 株式会社 極洋 

編集委員 小泉榮一郎 （社）日本冷凍空調学会 

編集委員 豊嶋 敬史 株式会社 ニチレイフーズ 

編集委員 門田  実 株式会社 アクリフ－ズ 

ＨＰ委員 小田  輝 味の素冷凍食品 株式会社 

ＨＰ委員 大亀 明夫 株式会社 ニチレイフ－ズ 

ＨＰ委員 野田 真人 株式会社 マルハニチロ食品 

事務局 佐藤  久 （財）日本冷凍食品検査協会 
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会員名簿 
番号 区分 会員名 

1 正会員 新進冷凍 株式会社 

2 正会員 株式会社 アクリフーズ 群馬工場 

3 正会員 フタバ食品 株式会社 

4 正会員 株式会社 浜勘 

5 正会員 サンバーグ 株式会社 茨城工場 

6 正会員 株式会社 明治 茨城工場 

7 正会員 有限会社 ハトヤ食品 

8 正会員 株式会社 フレック関東 

9 正会員 株式会社 イチハラフ－ズ 

10 正会員 第一屋製パン 株式会社 生産本部 

11 正会員 株式会社 大龍 本社工場 

12 正会員 株式会社 ニチレイフーズ 

13 正会員 株式会社 マルハニチロ食品 品質保証部 

14 正会員 味の素冷凍食品株式会社 品質保証センター 品質保証部 

15 正会員 株式会社 アクリフーズ 

16 正会員 株式会社 明治 技術部 

17 正会員 日本製粉 株式会社 生産･技術部 

18 正会員 イニシオフーズ 株式会社 

19 正会員 日本水産 株式会社 

20 正会員 株式会社 ジェーシー・コムサ多摩工場 

21 正会員 千葉畜産工業 株式会社 

22 正会員 株式会社 ニチレイフーズ  船橋工場 

23 正会員 株式会社 トータク 

24 正会員 株式会社 たかの 千谷島工場 

25 正会員 株式会社 宝幸 環境品質保証部 

26 正会員 米久デリカフーズ 株式会社 

27 正会員 株式会社 ニッカ食品 

28 正会員 ライフフーズ 株式会社 

29 正会員 株式会社 コメック 東京工場 

30 正会員 株式会社 極洋 

31 正会員 トーア産業 株式会社 

32 正会員 株式会社 アサヒブロイラー 埼玉工場 

33 正会員 岩谷産業 株式会社 自然産業本部品質保証部 

34 正会員 株式会社 ノースイ 

35 正会員 テーブルマーク 株式会社 品質管理部 

36 正会員 ヤヨイ食品 株式会社 

37 正会員 大洋エーアンドエフ 株式会社 

38 正会員 シマダヤ 株式会社 品質保証部 

39 正会員 東洋水産 株式会社 総合研究所 

40 正会員 株式会社 マルハ物産 
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番号 区分 会員名 

41 正会員 株式会社 ニチロサンフーズ（南陽工場） 

42 賛助会員 財団法人 日本冷凍食品検査協会 

43 賛助会員 共栄フード 株式会社 

44 賛助会員 旭東化学産業 株式会社 営業第２課 

45 賛助会員 コーケン香料 株式会社 

46 賛助会員 高橋工業 株式会社 東京支社 

47 賛助会員 大川食品工業 株式会社 

48 賛助会員 東海澱粉 株式会社 

49 賛助会員 株式会社 食品産業新聞社 

50 賛助会員 日本スタンゲ 株式会社 

51 賛助会員 株式会社 東洋製作所 乳業・食品プラントユニット 

52 賛助会員 松田産業 株式会社 

53 賛助会員 静岡県冷凍食品協議会 

54 賛助会員 株式会社 冷凍食品新聞社 

55 賛助会員 住金物産 株式会社 

56 個人会員 松野 武夫 

57 個人会員 新妻 哲男 

58 個人会員 阿部万寿雄 

59 個人会員 増子 忠恕 

60 個人会員 市古 侯彦 

61 個人会員 浅田 和夫 

62 個人会員 小山  光 

63 個人会員 宮尾 宗央 

64 個人会員 秋田  勝 

65 個人会員 近藤  智 

66 個人会員 鈴木  徹 

67 個人会員 田嶋  徹 

68 名誉会員 藤木 正一 

69 名誉会員 小杉 直輝 

70 名誉会員 遠藤 英則 

71 名誉会員 鍋田 幸蔵 

72 名誉会員 野口 正見 

73 名誉会員 熊谷 義光 

74 名誉会員 鎌田  裕 

75 名誉会員 千葉 充幸 

76 名誉会員 鳥羽  茂 

77 名誉会員 小泉栄一郎 
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＜編集後記＞ 

藤江先生から「企業の災害危機管理と事業継続管理（ＢＣＭ）」という演題でお話を頂き大変

参考になった。 

お話の内容とその後の情報により、津波から住民を避難させることのむずかしさ、別の言葉

で言うと、リスク情報に対するバイアス（偏見）の問題が大きい、ということを感じている。 

お話の中で、正常性バイアスという言葉があり、普通の状態が続いてほしいという願望から

危機を危機と受け取らない、システムが正しく働いて非常ベルが鳴っても誰も逃げない、とい

う意味の説明があった。 

８月16日、中央防災会議の専門調査会の発表として、被災者からの聞き取り調査で分かった

ことは、地震の揺れが収まってすぐに逃げた人は57％のみで、用事を終えてから逃げた人が31％、

津波が迫ってから逃げた人が11％であった。 

2010年２月に発生したチリ地震による津波が来襲したときも、事前の津波警報にもかかわら

ず避難した人は、今回と同じ57％と少なかった。この時は養殖業者等には被害が出たがさほど

の被害ではなかった。このときと今回で対応行動パターンが同じとして考えると、津波の規模

が段違いであったことが今回の被害の大きさに繋がったのであろうか。 

津波警報があって逃げてもたいしたことはなかった事例が続くとだんだん逃げる気持ちが失

せていってしまう。イソップ童話のオオカミ少年にだまされたような気になってしまうのであ

ろう。ベテランバイアスというのもあり、これにも該当してくると思われる。これは過去のリ

スク対処により得られたリスク耐性が災いし、新たなリスクに対する判断を誤らせる可能性の

ことである。津波警報を聞くベテランになってしまい、新たなリスクに対する判断を誤らせて

しまう。 

自分のことで考えた場合、３月11日の地震発生時は会社のビル内にいたが、その時どうした

か。今回はビルが潰れてダメかなと感じながら、体全部は入らないものの頭と肩位までを机の

下に入れて、揺れが収まるのを待っていた。一部のトイレの窓をつぶして耐震性を補強したと

いうことで、ビルの耐震性を祈っているしかなかった。もしもビルの耐震性に問題があるから

と言われても、情報の信憑性と周りの人が誰も逃げなければ、逃げないかもしれない。 

また、明治三陸大津波では震度は2～3（マグチュードは8.5）であったのに、死者数は22,000

名と大災害となった。必ずしも、感じた地震の大きさだけでは津波の大きさを判断できないこ

ともある。 

これらのことから改めて津波から住民を避難させることのむずかしさを痛感している。 

（石村） 
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